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昭
和
↓

本
村
の
昭
和
二
十
五
年
産
早
場
米

　
　
　
　
り

買
入
割
当
は
去
る
十
五
日
決
定
し

績
い
て
縣
の
算
定
方
法
に
準
じ
て

部
落
割
当
を
し
十
九
日
の
囑
『
託
員

会
に
計
つ
て
ラ
、
れ
－
じ
、
九
月
二
十
、

三
日
迄
に
個
人
別
時
期
別
買
入
準

備
が
進
め
ら
れ
て
居
り
ま
す
か
ら

生
産
者
の
皆
檬
よ
う
極
力
指
定
の

　
　
一
十
五
年
産

早
場
米
買
入
要
領
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
早
’
場
米
買
入

　
　
早
場
米
奨
働
金
の
期
限
及
ぴ

　
　
金
額

期
　
．
限
　
　
　
石
当
金
額

．
九
丹
　
末
日
　
　
一
〇
〇
〇
円

　
十
丹
十
五
日
　
　
　
七
〇
〇
円

．
十
月
　
末
日
　
　
　
四
〇
〇
円

，
二
、
早
場
米
奨
働
金
の
対
象
一

早
場
米
奨
働
金
の
対
象
は
三
、
に

定
め
る
買
入
手
績
に
よ
つ
て
指
定

の
期
限
ま
で
に
政
府
の
買
入
手
績

が
完
了
し
た
検
査
規
格
四
等
以
上
．

の
玄
米
及
び
種
子
籾
に
限
る
も
の

と
す
る
。

三
、
買
入
手
績

　
H
市
町
村
長
は
地
方
事
務
所
長

　
（
支
廟
長
）
の
指
示
す
る
時
期
別

　
買
入
予
定
数
量
に
基
き
食
糧
検

　
査
官
、
集
荷
機
關
等
と
協
議
の

　
上
時
期
別
、
生
産
者
別
買
入
予

い
て

期
日
迄
に
出
荷
を
し
買
入
れ
に
支

障
を
來
さ
の
よ
う
何
分
御
協
力
を

御
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

…
尚
買
入
要
領
と
部
落
別
買
人
予
定
一

数
量
を
下
記
の
通
り
御
参
考
迄
に
一

記
載
し
て
み
ま
す
が
夏
に
綱
部
に

つ
い
て
は
各
字
囑
託
員
の
方
と
連

絡
の
上
処
置
願
い
ま
す
。

要
領
　
（
孟
、
九
、
晃
）
、

　
定
数
量
を
定
め
生
産
者
に
通
知

◎
す
る
と
共
に
個
人
別
明
細
表
を

　
速
か
に
地
方
事
務
所
長
（
支
騰

　
長
〉
槍
査
官
並
指
定
業
者
に
文

　
書
を
以
て
通
知
す
る
。

⇔
食
糧
事
務
所
長
は
前
項
の
通
知

　
に
基
き
各
生
産
者
よ
り
早
場
米

　
奨
働
金
を
附
し
て
買
入
れ
る
本

　
年
塵
米
の
買
入
手
績
を
行
う
。

四
、
時
期
別
買
入
数
量
の
割
当

．
H
時
期
別
買
入
数
量
の
割
当
に
あ

た
つ
て
は
指
示
さ
れ
た
予
定
数

量
奨
働
金
額
を
超
過
し
ね
い
よ

う
計
画
す
る
は
勿
論
市
町
村
間

個
人
問
の
公
正
を
蛸
す
る
よ
う

特
に
留
意
す
る
こ
と
。

⇔
指
示
さ
れ
た
時
期
別
買
入
予
定

　
数
量
に
つ
き
漿
働
金
縁
額
を
攣

　
更
し
奪
い
範
囲
に
於
て
臨
期
別

　
計
画
の
愛
更
を
必
要
と
す
る
場

　
合
は
地
方
事
務
所
長
（
支
廉
長
）

　
は
知
事
に
市
町
長
は
，
地
方
事
務

　
所
長
（
支
廃
長
）
に
連
絡
し
承
認

　
を
う
け
る
こ
と
。

　
右
の
愛
更
承
認
を
得
た
場
合
市

　
町
村
長
は
食
糧
一
検
査
官
に
地
方

　
事
務
所
長
（
支
騰
長
）
食
糧
事
務

　
所
支
長
に
必
す
蓮
絡
す
る
ご
と

日
市
町
村
長
に
お
け
る
生
産
者
刷

　
割
当
事
務
薫
つ
い
て
は
供
出
時

　
期
に
あ
る
の
で
左
記
期
限
迄
に

　
ご
れ
を
完
了
す
る
こ
ど
。

　
　
　
　
　
ヤ

、
市
町
村
別
割
当
～
九
丹
十
五
旧

　
生
産
者
別
割
当
～
九
月
廿
五
日
．

ー
五
、
出
荷
上
留
意
す
べ
き
事
項

8
市
町
村
長
は
計
画
出
荷
を
円
滑

，
に
実
施
す
る
た
め
各
部
落
毎
に

　
供
出
取
扱
に
つ
い
て
の
責
任
者

　
を
指
定
し
各
生
産
者
、
市
町
村

　
長
、
集
荷
機
關
食
糧
検
査
官
相
・

　
互
の
蓮
絡
に
当
ら
し
め
る
り

⇔
市
町
村
長
は
天
候
其
の
他
止
む

　
を
得
な
い
事
情
忙
よ
り
生
産
者

　
が
指
示
さ
れ
た
期
別
予
定
数
量

　
の
供
出
を
な
ル
得
な
い
場
合
に

　
於
て
は
地
方
事
務
所
長
（
支
庁

　
長
）
⑳
承
認
を
う
け
奨
働
金
予

　
定
額
の
範
囲
内
に
於
て
期
別
買

　
入
予
定
数
量
を
攣
更
す
る
こ
と

　
は
差
支
な
い
。

日
生
産
者
に
お
い
て
指
示
さ
れ
鳶

　
買
入
予
定
数
量
を
超
え
て
売
渡

　
の
希
望
あ
る
場
合
は
検
査
能
力

　
に
支
、
障
な
き
限
り
努
め
て
買
入

　
す
る
方
針
（
奨
拗
金
を
加
算
し

欝
蹴
鑑
驚
繍
鑓
鐙

な
い
）
－
な
っ
て
い
る
の
で
塁

、
な
い
■
よ
う
留
意
す
る
こ
と
つ

⑳
早
場
米
の
売
渡
し
を
急
ぐ
余
り

、
乾
燥
調
整
包
装
等
の
取
扱
に
粗
・

　
漏
の
な
い
よ
う
生
産
者
に
徹
底

　
す
る
こ
と
。

，
③
生
産
者
別
買
入
予
定
数
量
に
応

　
じ
計
画
検
査
が
実
施
さ
れ
る
こ

　
と
に
な
る
の
で
極
力
指
定
の
期

．
日
に
出
荷
七
例
年
の
如
き
期
末

　
に
入
荷
が
殺
到
し
買
入
に
支
障
，

　
を
來
す
こ
と
の
な
い
よ
ケ
生
産
』

、
者
に
周
知
す
る
こ
と
。

丙
其
の
他
本
年
の
早
場
米
奨
働
金

　
交
付
方
法
は
生
産
看
代
表
の
請

昭
和
2
5
年
産
早
膓
釆
豫
定
歎
量
及
金
額

求
に
基
き
支
排
わ
れ
る
こ
と
に
、
．

改
正
さ
れ
た
が
右
の
支
彿
は
市

『
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
市

町
村
長
は
こ
れ
が
実
施
に
遺
漏

な
き
を
期
す
る
こ
と
o

　
　
　
　
　
（
騨
畷
瞳
曝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
馨
垂
き

翻
鷺
誘
欝
露
墾
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
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両
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　　　　　　　籔　・　　　　　　量
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例
年
夏
の
終
り
頃
か
ら
秋

　
　
〉
　
に
か
け
て
頭
痛
の
種
と
な

　
　
～
へ
帳
葱
盈
先
づ
嶺
雰

　
　
尊
妨
筒
阻
蛸
繊
駕
嘩
嶺
翻
囲

　
　
へ
象
本
縣
に
進
出
し
ょ
ラ
と
す

　
　
難
れ
ぱ
信
飛
の
瞼
撃
勢

　
　
倣
ね
ば
な
ら
な
い
．
ノ

　
　
漱
浸
叫
駅
鰍
聴
燧
脈
離
蜘

　
　
莉
存
菱
て
了
り
の
で
本

　
　
ぐ
縣
は
海
岸
地
方
以
外
に
は

　
　
　
　
　
あ
ま
り
大
被
害
を
及
ぽ
す

　
　
事
は
な
か
っ
た
。
併
し
台
風
の
伶

　
　
う
豪
雨
の
た
め
農
作
物
の
倒
伏
、

　
　
低
地
の
浸
水
等
は
全
然
無
爲
と
は

　
　
気
圧
と
云
ヶ
も
実
は
よ
く
蓮
動
場

　
　
等
で
ぐ
る
く
廻
つ
て
い
る
ツ
ム

　
　
婁
風
の
大
規
模
の
為
の
臆
過
ぎ
な
、

　
　
“
。
帥
ち
室
気
が
周
囲
か
ら
吹
き

　
　
込
み
乍
ら
渦
を
巻
き
、
中
心
で
そ

　
　
の
室
気
が
上
室
に
抜
け
出
し
て
行

　
　
く
の
で
あ
る
。
中
心
の
上
昇
気
流

　
　
で
は
雲
を
多
量
に
生
じ
、
途
に
は

　
　
ヨ
　
　
　
ヌ

　
　
ヨ
の
　
タ

　
f
　
　
　
”

号
9・

3冷
」

＾
肺
舜

聞新舘
・
い
わ
れ
な
い
。
台
風
と
云
い
」
低
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雨
と
な
る
。
台
風
の
風
は
即
ち
吹
地
区
に
ア
ツ
と
云
う
間
に
通
り
鷹

き
込
み
の
風
の
強
い
も
の
で
あ
り
分
よ
う
に
暴
威
を
ふ
る
い
乍
ら
通

豪
雨
は
上
昇
気
流
の
盛
ん
な
た
め
過
し
て
了
う
。

で
あ
る
。
又
風
は
中
心
で
な
く
と
此
の
天
気
図
は
先
般
大
阪
地
方
を

も
相
当
に
離
れ
た
場
所
で
も
猛
烈
襲
い
佐
渡
附
近
を
北
上
し
た
あ
の

に
吹
く
可
能
性
は
充
分
に
あ
る
。
　
ジ
エ
ー
ン
台
風
の
歌
況
で
あ
る
。

中
心
か
ら
四
〇
〇
キ
・
（
百
里
）
以
台
風
が
ど
の
方
向
を
通
っ
た
か
を

内
は
暴
風
の
範
囲
内
と
み
て
よ
い
知
り
た
い
時
は
雲
の
走
る
向
き
を

発
生
地
は
南
洋
諸
島
方
面
で
図
の
見
れ
ば
よ
い
。
雲
の
走
つ
て
行
く

点
線
の
よ
う
に
初
め
は
北
酋
に
進
方
向
に
向
つ
て
立
つ
と
左
手
の
方

み
、
韓
向
点
に
て
一
時
停
止
す
る
向
に
中
心
が
あ
る
。
通
り
過
ぎ
れ

が
一
両
日
中
に
は
活
動
を
初
め
、
　
ば
雲
は
西
か
ら
東
の
方
へ
飛
ん
で

北
東
に
向
き
を
憂
え
る
と
共
に
速
行
く
よ
う
に
な
る
。

度
ン
増
し
、
進
路
に
当
る
内
地
の
二
百
十
日
又
は
二
百
二
十
日
に
暴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
風
が
あ
る
と
云
つ
て
恐
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
此
の
・
圖
に
限
つ
て
暴
風
が
吹
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
は
限
ら
な
い
。
台
風
の
動
向
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
關
係
す
る
の
で
あ
る
。
丁
度
此
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
季
に
は
台
風
の
発
生
は
一
ケ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
四
個
位
の
割
合
と
な
っ
て
い
蚤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噸
か
ら
二
百
十
日
か
二
百
二
十
巳
r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
風
は
甘
本
の
ど
こ
か
に
あ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
に
な
る
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
台
風
の
去
來
す
ゐ
合
間
に
時
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
晴
れ
も
あ
る
が
シ
ト
く
と
雨

の
降
る
日
も
多
い
や

こ
れ
を
秋
の
な
が
雨
と
い
っ
て
初

夏
の
梅
雨
に
相
当
す
る
も
の
で
あ

る
。
大
体
秋
の
初
め
に
は
小
笠
原

高
気
歴
は
精
々
衰
弱
す
る
が
ま
だ

相
当
の
勢
力
を
も
つ
て
い
る
。

又
シ
ペ
リ
ヤ
大
陸
の
気
温
は
下
り

初
め
此
処
に
大
陸
高
気
座
が
発
生

し
初
め
る
。
こ
の
、
二
つ
の
高
気
歴

に
は
さ
ま
れ
た
内
地
が
気
歴
の
谷

と
な
る
の
で
バ
ッ
と
し
な
い
天
気

が
績
く
の
で
あ
る
。
、

新
聞
に
も
出
て
い
た
よ
う
に
赤
道

前
線
果
北
傘
球
の
貿
易
風
と
南
牛

球
の
貿
易
風
の
遭
遇
す
る
線
）
の

北
上
の
た
め
小
笠
原
高
気
歴
の
勢

力
は
北
へ
移
り
そ
の
た
め
本
年
は

異
常
天
候
が
多
か
つ
た
。
秋
の
な

が
禧
は
今
年
は
例
年
程
顕
著
で
な

い
か
も
知
れ
な
い
が
遅
れ
て
現
わ

れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

台
風
と
い
い
、
塗
が
雨
と
い
い
何

れ
も
稻
の
大
切
な
結
実
期
に
あ
た

つ
て
い
る
の
で
農
家
の
心
痛
は
剛

通
り
で
は
な
い
。
今
年
初
め
て
試

し
　
　
　
　
オ

随
　
想
　
市
川
牧
人

－
　
　
　
　
旨

ー
　
夢
！

ヨ
　
　
　
　
ヨ

か
　
が
　
し

　
此
の
頃
随
分
暑
い
日
に
肥
桶
を

山
に
か
づ
ぎ
上
げ
大
根
蒔
を
や
つ

た
。
隣
の
畑
で
も
村
の
老
農
が
セ

ツ
セ
と
大
根
蒔
だ
。
噂
少
し
早
い
と

は
思
っ
た
が
手
廻
し
よ
く
立
派
に

蒔
き
お
え
た
。

四
五
日
過
ぎ
て
行
つ
．
て
み
る
と
こ

れ
は
ど
う
し
た
こ
と
か
隣
の
畠
に

は
ゾ
グ
ク
リ
と
見
事
に
生
え
て
い

る
が
俺
の
畠
に
は
一
本
も
生
え
ぬ

肥
料
も
方
法
も
地
味
も
大
同
小
異

の
隣
の
畠
と
俺
の
畠
と
ど
う
し
て

こ
ん
な
と
ち
が
う
の
か
不
思
議
で

た
ま
ら
ぬ
。

一
時
は
悲
観
も
し
た
が
然
し
俺
は

一
年
生
だ
大
学
の
学
生
と
幼
稚
園

の
子
供
が
同
一
の
問
題
に
ぶ
つ
か

づ
た
様
な
も
の
だ
。
四
十
年
も
百

姓
道
に
精
進
し
た
老
農
と
俺
の
作

物
が
伺
じ
に
出
来
れ
ぱ
何
も
苦
勢

す
る
必
要
は
無
い
。
彼
等
に
は
カ

ン
ト
の
純
粋
理
性
批
判
遇
な
け
れ

ば
プ
ラ
ト
ン
も
ア
フ
メ
ト
ー
ト
声

も
無
い
。
只
親
譲
り
の
耕
蒜
以
外

に
何
物
も
な
く
土
に
立
っ
て
い
る

の
だ
コ
諦
め
る
よ
り
外
な
い
と
、

自
ら
を
慰
め
て
い
た
。

　
　
　
　
◇

そ
れ
か
ら
二
三
日
過
ぎ
て
一
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
り

農
婦
が
俺
に
告
げ
て
い
う
に
は
、

「
あ
な
た
の
畠
に
は
毎
日
山
鳩
が

数
十
勿
襲
來
し
て
大
根
種
を
み
ん

な
ほ
じ
く
っ
て
喰
つ
て
い
る
」

と
い
う
の
で
あ
る
。

俺
は
カ
カ
シ
を
立
て
る
こ
と
を
怠

つ
て
い
沁
の
だ
。
俺
は
い
つ
も
馬

鹿
に
レ
て
い
た
カ
カ
シ
を
こ
れ
位

見
直
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

從
容
録
と
い
う
麗
書
に
こ
ん
な
一
．

節
が
あ
る
。
．

肉
眼
耳
鼻
舌
各
一
能
有
し
、
眉
毛

　
上
に
在
り
．
士
農
工
簡
各
一
務

　
に
脇
す
、
拙
者
常
閑
、
本
分
宗

　
師
如
何
施
設
』

と
い
う
の
だ
。

眼
や
鼻
に
は
そ
れ
み
＼
の
働
き
が

あ
る
が
働
き
の
な
い
眉
毛
が
一
番

上
に
い
る
こ
と
は
怪
し
か
ら
ん
と

　
　
　
　
　
ヨ

い
う
の
で
下
に
引
き
下
ろ
し
て
み

た
と
こ
ろ
が
ど
う
も
顔
の
格
好
が

ヘ
ン
で
し
か
も
夏
に
な
る
．
と
汗
が

ダ
ラ
く
と
眼
の
中
へ
入
っ
て
困

っ
て
又
上
に
据
っ
て
も
ら
っ
忙
。

と
こ
ろ
が
こ
の
無
能
と
い
う
の
が

中
々
豪
い
の
で
『
君
子
は
器
な
ち

す
』
と
も
い
つ
て
器
と
な
っ
て
は

そ
の
器
だ
け
の
用
に
し
か
た
～
爵

一
藝
一
能
の
人
で
は
萬
人
の
上
に

立
つ
わ
け
に
は
い
か
ぬ
－

本
分
の
宗
師
と
い
う
の
は
ヵ
カ
シ

の
様
だ
が
絶
学
無
爲
の
閑
道
人
を

い
う
の
で
み
ん
な
あ
ら
ゆ
る
こ
乏

を
知
り
ぬ
い
て
い
て
し
か
も
方
カ

シ
の
榛
に
突
立
つ
て
い
る
の
だ
。

カ
カ
シ
が
山
鳩
や
雀
を
追
い
佛
っ

て
毅
然
と
畑
に
立
っ
て
い
る
偉
大

さ
が
漸
く
俺
に
は
有
難
さ
が
わ
か

っ
た
。

み
た
保
温
折
衷
苗
代
の
普
及
、
其
の
す
る
の
で
あ
る
が
そ
の
頃
は
降
雨

他
農
耕
技
術
の
進
歩
に
よ
り
結
実
期
が
少
く
発
芽
し
な
い
事
が
あ
る
石

を
早
め
る
事
が
出
来
れ
ば
牧
穫
は
ウ
折
角
発
芽
し
た
も
の
が
初
秋
の
候

っ
と
壌
加
す
る
事
で
あ
ろ
う
。
　
　
『
に
は
害
虫
に
や
ら
れ
る
事
が
多
い

白
菓
大
根
の
類
は
性
歌
と
し
て
、
撮
害
虫
は
長
い
降
雨
の
後
、
氣
温
が

氏
二
四
度
位
で
播
種
し
以
後
牧
穫
期
昇
る
時
に
発
生
す
る
こ
と
が
多
い

ま
で
次
第
に
氣
温
が
下
る
の
が
理
想
…
か
巧
こ
ん
な
天
候
の
時
注
慧
し
て

的
な
の
で
七
月
末
か
八
丹
中
に
播
種
㎝
早
期
に
発
見
す
る
ら
と
で
あ
る
。

松
代
村
に
本
籍
が
な
い
お
方
は
…
…

　
　
　
　
　
か
な
ら
ず
『
寄
留
届
』
を
せ
ら
る
』
よ
う

近
く
佳
所
登
録
（
假
称
）
が
施
行
せ
ら

れ
ま
す
の
で
諸
調
査
の
た
め
現
行
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

寄
留
法
（
法
律
第
二
十
七
條
）
並
同
手

績
令
（
法
律
第
一
三
六
條
）
に
よ
り
必

す
左
記
に
該
当
す
る
者
は
十
月
十
五

迄
に
寄
留
手
績
を
完
濟
す
る
よ
う
役

場
よ
り
御
通
知
し
ま
す
o

　
　
　
　
　
　
記

『
ω
戦
時
中
よ
り
現
在
ま
で
疎
開

　
　
　
せ
ら
れ
て
松
代
村
に
佳
所
又

　
　
　
は
居
所
を
定
め
で
い
る
も
の

　
　
倒
学
校
教
職
員
、
官
吏
、
そ
の

　
　
　
他
公
職
者
、
一
般
者
で
九
十

　
　
　
日
以
上
松
代
村
に
於
て
住
所

　
　
　
又
は
居
所
を
定
め
て
い
る
者

一
、
寄
留
届
を
し
な
く
て
は
な
ら
な

　
い
者
は
右
に
該
当
す
る
も
の
で
あ

　
る
が
術
届
出
に
当
う
て
は
衣
の
こ

　
と
を
調
査
の
上
厨
出
て
下
さ
い
。

今
の
世
の
中
は
総
じ
て
人
問
が
小
粒

に
な
つ
た
。
一
藝
一
能
に
秀
た
人
で

は
万
人
の
上
に
立
つ
こ
と
が
出
來
な

い
の
だ
。
凡
て
を
知
り
ぬ
い
て
馬
鹿

な
眞
似
の
出
來
る
カ
ガ
シ
級
の
人
物

H
寄
留
者
の
氏
名
及
職
業

⇔
世
帯
主
分
氏
名
及
世
帯
主
と
寄

　
留
者
と
の
綬
柄

目
寄
留
者
の
本
籍
と
生
年
月
日

㈲
配
偶
者
の
あ
る
者
は
そ
の
氏
名

　
壱
生
年
月
日
（
子
砂
あ
る
者
は

　
そ
の
氏
名
と
生
年
月
日
も
併
記

⑤
寄
留
の
舞
洞
及
そ
の
場
所
（
番
地
）

㊨
寄
留
地
を
憂
更
し
た
も
の
は
前

　
の
寄
留
地
も
記
載
の
こ
と

以
上
の
通
り
で
あ
り
ま
す
が
九
月

十
四
同
、
各
字
囑
託
員
宛
通
知
を

し
て
あ
り
ま
す
が
ま
だ
そ
の
届
出

が
徹
底
し
ま
せ
ん
か
ら
該
当
せ
ら

る
、
．
方
は
至
急
届
出
下
さ
い
。

術
屈
出
濟
の
も
の
は
を
の
ま
、
で

よ
い
が
届
出
完
了
の
有
無
が
不
明

の
方
は
い
づ
で
も
御
照
会
下
さ
れ

ば
御
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
畠

を
ほ
し
い
．
国
に
も
討
に
も
…
…

非
常
時
局
に
も
こ
ろ
ば
ぬ
絶
学
無

爲
の
閑
道
人
が
い
な
い
も
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
、
二
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶

虫
時
雨
祭
り
太
鼓
の
か
す
か

納
税
の
予
算
早
場
米
雨
に
泣
く

水
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堆
肥
の
改
良

　
　
　
若
月
佐
治
郎

肥
料
事
情
（
購
入
肥
料
）
の
好
轄
に

伸
い
と
か
く
堆
肥
の
重
要
性
が
軽

覗
さ
れ
が
も
に
な
り
ま
す
が
土
地

の
生
斥
力
が
維
持
増
進
す
る
こ
と
・

は
農
産
物
改
良
塒
残
の
根
本
問
題

の
一
で
あ
り
地
力
檜
進
の
方
法
は

色
々
み
る
が
耕
土
の
腐
植
質
含
量

を
適
当
に
す
る
こ
と
が
最
も
重
要

な
事
項
で
あ
る
。
土
壌
腐
植
質
の

含
量
は
三
～
五
％
が
適
当
だ
と
云

わ
れ
て
い
る
が
本
村
の
場
合
は
田

圃
に
は
年
々
相
当
量
の
堆
肥
が
入

れ
ら
れ
る
の
で
部
落
的
に
は
．
こ
の

適
量
に
近
い
と
．
こ
ろ
も
あ
る
が
畑

に
於
て
は
全
く
お
話
し
に
な
ら
な

い
。
農
産
物
の
増
産
も
こ
の
欠
乏

し
た
腐
植
質
の
檜
加
を
は
か
る
こ

と
が
先
決
間
題
で
そ
の
た
め
に
は

量
に
於
て
は
田
畑
共
に
反
当
三
〇

〇
貰
以
上
の
施
用
を
目
標
と
し
質

に
於
て
も
從
未
の
如
き
未
熟
の
し

か
も
長
い
冬
季
間
雨
曝
し
に
し
て

置
く
た
め
折
角
多
大
の
勢
力
を
費

し
て
造
っ
た
堆
肥
の
有
効
成
分
を

殆
ん
ど
流
失
し
て
し
ま
っ
た
い
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

ば
『
堆
肥
の
カ
ス
』
の
施
用
獄
速
か

に
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
從
來
行
わ
れ
て
来
た
堆
肥
製

造
作
業
中
特
に
改
善
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
点
を
二
、
三
畢
げ
れ
ば

◇
材
料
早
期
集
積
と
雨
覆
の
働
行

一
般
に
稻
藁
及
び
乾
燥
し
た
野
草

類
に
含
ま
れ
る
肥
料
三
要
素
は
水

溶
性
の
も
の
が
多
く
、
特
に
燐
酸

・
加
里
分
は
簡
軍
に
水
に
溶
げ
て

流
失
す
る
性
質
を
持
っ
て
い
る
の

で
野
草
の
乾
燥
し
た
の
を
長
く
刈

．
っ
た
場
所
に
放
置
す
る
時
は
そ
の

含
有
す
畜
燐
酸
、
加
里
分
を
大
部

分
雨
で
流
し
て
し
ま
う
こ
と
は
次

表
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
か

ら
乾
燥
し
て
蓮
搬
龍
便
利
に
な
つ

た
ら
成
可
く
早
く
堆
積
所
に
集
め

て
假
積
だ
け
で
も
し
て
置
く
檬
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ρ

即
ち
流
水
に
三
時
間
原
料
藁
を
浸

漬
す
る
と
含
有
成
分
中
窒
素
醐
割

二
分
、
燐
酸
二
割
八
分
、
．
加
里
三

割
一
分
程
度
流
出
す
る
こ
と
に
な

る
o

爾
本
積
に
移
し
熱
度
バ
腐
熟
砂
程
，

度
）
が
進
ん
だ
ら
必
す
雨
覆
を
掛
、

け
る
事
が
何
よ
り
も
大
切
で
φ
る

　　　　　　　　　r■円『廊劇g　or願嗣瞳）り噸

藁を流水中に浸漬せる場合の吸水量及成分浸出割合
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3
、

◇
窒
素
質
肥
料
並
石
灰
の
添
加

田
打
ち
前
に
田
圃
へ
入
れ
た
堆
肥

を
見
る
と
完
全
に
腐
熟
し
た
も
の

は
到
っ
て
少
く
大
部
分
は
中
熟
程

度
、
ひ
ど
い
も
の
は
『
刈
干
』
の
よ

う
な
殆
ん
ど
腐
っ
て
い
な
い
も
¢

も
あ
る
が
こ
れ
は
窒
素
含
量
の
少

い
堆
積
肥
料
（
野
草
も
若
い
も
の

は
一
般
に
窒
素
含
有
量
の
割
合
が

ー
多
い
）
を
堆
積
す
る
場
合
其
の
醗

酵
を
よ
く
す
る
に
は
細
菌
の
繁
殖

を
旺
盛
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
り

が
そ
れ
に
嫉
適
量
の
速
効
性
窒
素

肥
料
及
石
灰
を
加
え
水
分
を
充
分

與
え
堆
穫
法
に
注
慧
す
る
こ
と
で

石
茨
ば
細
菌
の
作
用
に
よ
る
酸
牲

醗
酵
を
調
節
し
て
堆
積
材
料
の
組

織
崩
解
を
早
め
保
水
力
を
よ
く
す

惹
働
き
が
あ
る
。

術
窒
素
質
肥
料
の
添
加
の
理
由
は

細
菌
が
繁
殖
す
る
に
は
細
菌
の
食

、
料
と
な
る
窒
素
分
が
必
要
で
あ
り

堆
積
物
の
腐
熟
分
解
が
進
め
ば
そ

の
含
有
す
る
窒
素
分
で
足
り
る
が

そ
れ
迄
の
間
窒
素
分
が
不
足
す
る

と
細
菌
の
繁
殖
が
鈍
り
腐
熟
が
遅

れ
る
た
め
で
あ
る
o

添
加
す
る
窒
素
質
肥
料
及
石
灰
の

量
は
堆
積
材
料
百
貫
（
乾
燥
）
に
つ

　
　
　
　
　
　
　

き
生
石
茨
叉
は
消
石
灰
一
、
五
～

二
貫
匁
、
硫
安
剛
貫
匁
内
外
（
又

は
人
糞
尿
四
〇
貫
内
外
）
で
あ
る
。

右
の
う
ち
石
灰
は
堆
肥
を
積
む
と

き
一
尺
置
き
に
全
量
の
六
分
の
一

（
堆
積
の
高
さ
六
尺
の
場
合
）
宛
均

一
に
撒
き
水
を
か
け
る
か
石
灰
乳

と
し
て
均
一
に
撒
布
し
て
石
灰
を

下
部
に
浸
透
せ
し
め
窒
素
質
肥
料

（
硫
安
又
は
石
荻
窒
素
）
は
堆
積
後

十
日
～
二
週
間
経
っ
て
最
高
温
度

（
撮
氏
六
ー
七
〇
度
）
に
達
し
た
ら

上
暦
五
寸
位
を
は
ね
て
上
部
二
、

三
〇
箇
所
に
深
さ
二
1
三
尺
の
穴

を
あ
け
硫
安
を
水
一
石
乃
至
一
石

五
升
（
人
糞
尿
の
場
合
そ
の
ま
、
）

に
溶
解
し
て
李
均
に
注
入
し
て
か

ら
原
形
に
戻
し
て
雨
覆
を
す
る
。

尚
石
灰
窒
素
を
使
用
す
る
と
き
は

堆
積
の
際
石
灰
は
用
い
す
堆
積
後

約
二
週
間
経
っ
て
最
高
温
度
に
な

』
っ
た
ら
材
料
（
乾
燥
）
百
貫
に
つ
き
石

灰
窒
素
一
貫
匁
程
度
を
硫
安
の
場
合

に
準
じ
て
注
加
す
る
。
、

◇
切
返
し

右
の
方
法
に
よ
れ
ば
大
体
完
全
に
腐

熟
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
更
に
良
質

の
堆
肥
を
望
む
場
合
は
切
返
し
を
繭

～
二
同
や
れ
ば
術
良
い
．
。

堆
肥
で
有
名
な
秋
田
縣
由
利
郡
、
で
は

農
家
が
各
戸
に
立
派
な
堆
肥
舎
（
こ

の
辺
の
土
藏
よ
り
大
き
く
し
か
も
し

つ
か
り
し
て
い
る
）
を
持
て
い
て

切
返
し
も
四
五
同
も
や
り
製
品
は

堆
肥
と
は
思
わ
れ
球
い
程
良
質
な

も
の
を
造
つ
て
い
る
が
そ
れ
迄
に

や
ら
な
く
て
も
せ
め
て
秋
末
か
春

先
に
．
一
同
だ
け
で
も
切
返
し
を
や

瀬
ば
お
を
ち
く
田
カ
キ
の
時
田
面

に
浮
い
て
仕
末
に
お
え
な
い
檬
な
．

も
の
は
な
く
な
斎
と
思
わ
れ
る
か

ら
ζ
の
切
返
ル
も
是
非
実
行
し
て

戴
き
た
い
。

ハ
ッ
カ
の
探
油
試
験
焔
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
高
等
学
校
農
産
加
工
室
1

一
、
試
駿
の
目
的

薄
荷
の
栽
培
は
農
村
の
換
金
作
物

と
し
て
各
地
で
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
つ
た
が
本
村
で
も
今
年
は
小
規

模
乍
ら
種
子
を
入
れ
て
栽
培
さ
れ

て
い
番
。
そ
の
刈
取
時
期
は
暖
地

で
は
年
三
回
、
北
海
道
の
よ
う
な

寒
地
で
は
一
回
、
其
の
他
の
土
地

は
年
二
回
と
な
つ
て
い
る
が
本
村

の
よ
う
に
十
婦
月
末
か
十
二
月
初

め
に
雪
の
降
る
地
方
で
は
ど
の
よ

う
な
刈
取
時
期
の
選
定
を
す
れ
ば

よ
い
か
は
ま
だ
不
明
で
あ
る
。

本
試
験
は
最
も
効
果
的
に
探
油
す

る
た
め
の
刈
取
時
期
の
決
め
る
た

め
の
も
の
で
あ
る
。
探
油
装
置
の

不
備
の
た
め
正
確
な
資
料
は
得
ら

れ
ま
い
と
思
う
が
》
大
体
の
見
当

は
つ
く
と
思
う
。

　
二
、
試
験
の
方
法

前
段
の
刈
取
時
期
を
三
期
に
別
け

る　
　
④
発
蕾
前
＋
日
位

　
　
②
蕾
は
全
部
揃
い
一
部
は
開

　
　
．
花
し
初
防
た
頃

　
　
◎
充
分
に
花
の
開
い
た
時

以
上
の
各
期
の
刈
取
薄
荷
草
に
つ
き

蒸
気
蒸
溜
に
よ
っ
て
油
を
と
り
秤
量

す
。後

段
は
秋
の
終
り
に
前
段
の
ω
⑨
の

の
各
畑
に
つ
き
二
番
刈
り
彰
し
て
、

各
に
つ
き
探
油
量
を
決
定
す
。
前
段
、

後
段
の
各
合
計
の
最
も
多
い
も
の
が

即
ち
当
地
に
適
し
た
刈
取
時
期
と
な

る
わ
け
で
あ
る
。

三
、
本
試
験
（
前
段
）
の
成
績
に
つ
い
て

　
ω
発
蕾
前
十
日
位
の
も
の
と
し
て

七
月
二
十
二
日
刈
取
つ
た
。
生
葉
の

縛
量
六
貰
五
百
七
十
匁
よ
り
薄
荷
油

0
牧
量
一
〇
、
五
匁
、
採
油
傘
○
、

一
六
％

　
⑨
一
部
開
花
の
時
期
と
し
て
八
月

八
日
刈
取
っ
た
。
生
葉
の
総
量
三
三

貰
三
百
四
十
五
匁
よ
り
薄
荷
油
の
牧

量
ご
輔
＝
匁
探
油
率
○
、
三
九
四
，
％

　
の
充
分
成
熟
し
た
も
の
と
し
て
八

月
三
十
日
刈
取
つ
た
。
生
葉
の
線
量

一
貰
四
百
匁
よ
り
油
の
牧
量
七
、
二
．

五
匁
、
探
油
牽
O
海
五
五
一
％

以
上
の
よ
う
に
成
熟
す
る
程
探
油

傘
は
よ
い
が
刈
取
時
期
が
遅
れ
ゐ

た
め
後
段
の
刈
取
り
は
時
期
尚
早

に
傾
き
、
・
逆
に
探
油
牽
が
減
少
す

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

故
に
一
年
を
遁
じ
て
の
刈
取
貯
期

は
後
段
の
試
験
に
よ
つ
て
初
め
て

決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
西
、
む
す
び

前
段
の
試
験
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

事
は
薄
荷
は
柑
当
に
有
利
な
副
業

で
あ
る
と
云
う
事
で
あ
る
。
帥
ち

⑨
の
試
験
に
於
け
る
薄
荷
畑
は
約

四
〇
坪
で
あ
る
。
取
却
油
の
市
債

一
封
度
三
〇
〇
〇
円
と
す
る
と
四

〇
坪
よ
う
得
た
一
三
輔
匁
の
債
格

は
約
三
二
八
○
円
で
段
当
り
二
四

五
〇
〇
円
の
牧
入
と
な
る
。
更
に

秋
も
う
一
同
の
探
油
が
あ
る
わ
け

で
あ
る
が
秋
の
も
の
は
前
段
の
場
・

合
よ
り
も
少
く
牛
分
と
み
て
も
尚

一
二
〇
〇
〇
円
は
得
ら
れ
よ
う
。

、
後
段
の
成
績
は
後
日
報
告
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
“
■
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公
、

　
煉

代松

國
勢
調
査
が
實
施
さ
れ
蛮
、
す

　
　
　
　
　
－
皆
様
ゼ
ヒ
御
協
力
下
禽
、
い
唄

一
、
來
る
十
月
一
日
を
期
し
て
全

国
一
せ
い
に
国
勢
調
査
が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
日
本
再

建
の
基
と
な
る
重
要
な
統
計
資

料
を
求
め
る
こ
と
膿
勿
論
、
世

　
　
　
　
ノ

界
の
主
要
国
が
歩
調
を
揃
え
て

行
う
一
九
五
〇
年
世
界
国
勢
調

．
査
に
わ
が
国
も
仲
間
入
り
し
て

行
う
世
界
的
に
も
重
要
な
調
査

－
で
あ
り
ま
す

一
、
今
回
の
国
勢
調
査
は
、
調
査

の
時
期
に
李
素
住
ん
で
．
い
る
世

昭和25年（1950年）9月

　　　　一

｛壬》

帯
員
の
方
を
調
ぺ
る
の
で
あ
り

ま
す
。
從
っ
て
李
素
佳
五
で
い

る
世
帯
員
で
調
査
の
時
期
に
一

時
不
在
で
あ
つ
て
も
そ
の
人
の

自
宅
で
調
ぺ
る
の
で
あ
り
ま
す

（
但
し
こ
の
一
時
不
在
の
汰
は

　
調
査
の
時
斯
に
実
際
に
居
牝

　
世
稽
で
一
時
現
在
者
と
し
て

　
別
の
調
査
を
受
け
ま
す
）

な
お
寄
宿
舎
、
下
宿
、
病
院
め

入
院
者
、
船
舶
乗
組
員
等
の
調

べ
に
つ
い
て
は
国
勢
調
査
員
が

よ
く
お
尋
ね
し
て
調
ぺ
る
こ
と
、

に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
調
査
員

と
よ
く
打
合
せ
て
調
査
も
れ
や

二
重
調
査
に
な
ら
な
い
よ
う
に

心
掛
け
て
下
さ
い
。

、
今
同
の
国
勢
調
査
で
は
各
人

に
つ
い
て
次
の
事
柄
を
し
ら
べ
、

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら

あ
ら
か
じ
め
お
含
み
の
上
調
査

に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
準
備
し
て

お
い
て
下
臼
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

◎
李
素
佳
ん
て
い
る
世
帯
員
に
つ
｝

　
い
て
し
ら
べ
る
事
柄
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

H
騰
欝
鷲
て
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
普
通
世
糞
蕃
糞
の
翅

　
侶
佳
居
の
種
別
．
，
…
・
　
　
　
一

　
〇
住
宅
に
住
ん
で
い
る
世
帯
か
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
住
宅
で
な
・
い
と
こ
ろ
に
佳
ん
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
で
い
る
世
幣
か
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
㈲
住
宅
の
所
有
關
係
…
…
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
一

　
〇
給
與
住
宅
か
、
間
借
か
　
持
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
家
か
、
借
家
か
、
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
ω
佳
宅
の
盤
数

　
㈲
一
時
現
在
者
の
数

⑪
世
帯
主
も
含
む
全
世
精
員
に
つ

　
、
．

ω
牧
入
の
あ
る
仕
事
を
少
し
で

　
　
も
し
た
か

　
．
㈲
仕
事
を
し
た
時
間

　
⑥
仕
事
を
も
っ
て
い
る
の
に
そ

　
　
の
仕
事
を
し
た
か
否
か
の
別

　
四
牧
入
の
あ
る
仕
事
を
探
し
牝

　
　
か
否
か

　
㈲
一
週
間
牧
入
の
あ
る
、
仕
事
を

　
　
せ
す
叉
は
仕
事
を
探
さ
な
か

　
　
つ
た
者
は
一
週
間
主
に
何
を

　
　
し
て
い
た
か

　
⑥
一
週
間
の
問
に
少
し
で
も
仕

　
　
事
を
し
た
者
に
つ
い
て
は
そ
、

　
　
の
仕
事
砂
種
類
、
事
業
の
種

　
　
類
、
勤
め
先
の
名
称
、
業
主
．

　
　
の
屋
号
又
は
氏
名
、
、
從
業
上

　
　
の
注
意

｝

　
し
て

ω
氏
名

ω
世
帯
主
と
の
績
柄
　
　
｝

⑥
十
月
一
・
日
午
前
零
時
に
，
自
分
一

　
　
の
講
に
辱
か
唐
舞

　
　
っ
勇
倉
は
そ
の
理
由
一

㈲
男
女
の
別
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

㈲
出
生
年
月
日
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

㈲
出
生
地
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

羅
学
し
て
い
る
か
否
か
の
翠

㈲
在
学
年
徽
．
　
　
　
｝

　
紛
国
籍
又
は
出
身
地
　
　
　
　
㎜

⑯
引
揚
者
か
否
か
の
別
　
一

　
働
配
偶
の
關
係
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
日
迄
に
生
れ
た
者
に
つ
い
て
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
〇
九
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
皿

　
　
ま
で
の
一
週
間
の
就
業
の
状
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
ら
ぺ
ま
す

国
世
帯
員
中
で
昭
和
1
5
年
12
月
31
㎜

　
　
態
に
つ
い
て
次
の
事
柄
を
し
一

⑭
世
帯
員
の
中
で
現
在
結
婚
し
て

　
い
る
女
子
叉
は
結
婚
し
た
こ
と

，
、
の
あ
る
女
子
に
つ
い
て

　
ω
初
婚
か
否
か
の
別

　
働
結
婚
年
数
の
合
計

　
⑥
自
分
が
生
ん
だ
子
供
の
数

◎
一
時
現
在
者
に
つ
い
て
し
ら
ぺ

　
る
事
柄

　
ω
氏
名

ω
男
女
の
別

⑥
出
生
の
年
月
日

樹
国
籍
又
は
出
身
地

樹
配
偶
の
關
係

㈲
一
時
現
在
地

ω
品
時
現
在
の
理
由
，

圖
常
住
地
不
在
期
間

ゆ
常
佳
地
及
び
世
帯
主
の
氏
名

一
、
今
回
の
国
勢
調
査
の
仕
方
は

国
勢
調
査
員
が
十
月
一
日
か
ら

三
日
ま
で
の
間
に
各
世
帯
を
訪

問
し
て
以
上
の
し
ら
べ
る
事
柄

を
世
帯
主
又
は
そ
の
代
理
人
の

　
方
（
本
人
で
な
い
と
わ
か
．
ら
な
、

　
い
こ
と
は
本
人
に
）
よ
く
お
尋

　
ね
し
て
そ
の
お
答
え
に
基
い
て

　
調
査
票
に
記
入
し
て
行
く
方
法

　
に
よ
り
ま
す
。
從
つ
て
世
帯
主

　
叉
は
そ
の
代
理
人
の
方
に
国
勢

　
調
査
員
が
し
ら
べ
る
事
柄
に
つ

　
い
て
質
問
し
た
と
き
は
心
よ
く

　
お
答
え
下
ざ
る
よ
う
お
願
い
し

　
ま
す
。
な
お
九
月
二
十
二
日
か
．

　
ら
二
十
四
■
日
の
間
に
準
備
調
査

　
と
し
て
国
勢
調
査
員
が
世
帯
人

　
員
等
を
し
ら
ぺ
に
各
世
帯
を
訪

　
問
し
ま
す
か
ら
そ
れ
に
も
お
答

　
え
下
ざ
い
。

　
は
す
べ
て
集
計
し
て
必
要
な
統

　
計
を
作
る
の
が
目
的
で
あ
っ
て

　
し
ら
べ
た
事
柄
を
そ
の
ま
、
税

　
金
、
配
給
、
そ
の
他
犯
罪
捜
査

　
等
に
使
，
用
す
る
す
と
は
法
律
で

　
禁
ぜ
ら
れ
τ
い
ま
す
。

・
ま
た
国
勢
調
査
貫
は
勿
論
、
調

　
査
に
關
係
し
た
人
は
調
査
に
よ

　
っ
て
知
り
得
た
こ
と
を
他
人
に

　
も
ら
す
こ
と
も
法
律
で
禁
ぜ
ら

　
れ
て
い
ま
す
か
ら
国
勢
調
査
員

　
の
質
問
に
対
し
て
は
安
心
し
て

　
事
実
あ
り
の
ま
、
を
答
え
て
下

　
さ
い
。

　
を
対
象
と
す
る
大
規
模
な
調
査

　
で
あ
り
ま
す
か
ら
謝
査
に
關
係

　
ず
る
人
は
勿
論
、
一
般
の
人
々

　
の
理
解
あ
る
協
力
が
な
い
と
次

　
し
て
成
功
し
ま
せ
ん
。
切
に
皆

　
様
の
御
協
力
と
御
支
援
を
お
願

　
い
し
ま
す
。

一
、
皆
様
の
御
家
庭
へ
お
伺
い
す

一
、
こ
の
調
査
で
し
ら
べ
た
事
柄

、
一
、
国
勢
調
査
員
は
す
べ
て
の
人

一

る
叡
代
肘
の
図
套
譲
査
員
の
方

々
は
左
の
蓮
り
で
あ
り
ま
す
か

松
代
上
町

〃
　
中
町

：干下池小田菅太小〃

　　之屋　　 荒下

年山畑九沢刈Z卜戸町

關
谷
　
昌
憲

關
谷
　
テ
ヨ

關
谷
　
昭
牢
．

鈴
木
　
賢
市

柳
鈴
木
釜
痴

笠
原
　
餐
雄

市
川
封
一
節

柳
　
　
修
李

菅
井
・
直
正

柳
　
　
文
雄

市
川
　
軍
李

宮
沢
　
　
清

西
方
　
日
光

關
谷
　
清
栄

ら
御
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

清会・池

水沢尻

蓬桐

李山

犬海東

伏老山

孟
　
　
地

片
桐
山

瀧
　
　
沢

中
　
　
、
子

關
谷
理
太
郎

五
十
嵐
政
膳

秋
山
・
知
義

中
村
　
重
行

小
山
徳
三
郎

若
井
　
博
彌

．
若
”
升
轡
示
一
二
郎

柳佐山若小柳若山
　藤岸月島　月岸

昭
和
二
十
五
年
度
分
縣
税
事
業
税

査
定
審
議
委
員
会
に
の
ぞ
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
・
　
木
　
　
芳

昭
和
二
十
五
年
度
分
縣
穐
事
業
税
』

審
議
委
員
会
委
員
と
し
て
村
長
よ

り
委
囑
さ
れ
、
去
る
九
月
十
八
旧

本
郡
地
方
事
務
所
に
於
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

委
員
十
名
に
て
審
議
さ
れ
、
本
村

納
税
者
に
対
し
て
は
殆
ん
芝
無
修

正
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
時
間

分
あ
る
限
ザ
審
議
さ
れ
一
部
修
正

を
加
え
て
終
了
致
し
ま
し
た
C

営
業
者
の
皆
様
に
期
待
さ
れ
た
る

正
男

　
清

栄
臓

．
良
治

庚
奉

義
輝
』

良
三

晴
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
季

程
の
努
力
も
で
き
ま
せ
ん
で
遺
憾

で
あ
り
ま
し
た
が
委
員
と
し
て
の

任
務
を
つ
と
め
て
参
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
二
期
の
納
期
で
あ
り
ま

す
。
．
第
一
期
は
十
月
十
日
で
あ
り

　
　
　
　
　
の

ま
す
。
地
方
事
務
所
へ
直
接
振
替

で
以
て
納
税
さ
れ
る
よ
う
に
仕
組

に
な
つ
て
参
り
ま
，
す
．
、

期
目
後
に
な
る
と
和
当
高
嶺
の
利
、

子
が
加
算
さ
れ
ま
す
か
ら
納
期
は

盛
確
に
納
税
い
た
し
ま
し
よ
う
。

｝
　
本
郡
遮
竜
牛
砂
流
戚
登
生

　
最
近
本
郡
の
一
部
に
牛
の
流
戚
が
発
生
し
た
の
で
当
局
で
は
防
疫
対
策

　
を
講
じ
つ
、
あ
り
ま
す
が
当
地
区
に
も
侵
入
の
震
れ
が
あ
る
の
で
充
分

　
御
控
慧
下
さ
い
－
山
日
圃
熱
、
關
節
炎
等
発
兄
し
た
ら
直
ち
に
鰍
医
師
へ
。

一
術
本
郡
は
牧
、
沖
兄
、
安
塚
、
下
保
倉
村
の
家
畜
異
動
を
禁
じ
て
あ
り
ま
す


